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AED 設置状況の調査システムの構築 

 

近藤 久禎 1}、横田 裕行 2)、丸川征四郎 3)、山本 保博 4)  
1}日本医科大学高度救命救急センター、2)日本医科大学高度救命救急センター、 
3)兵庫医科大学 救急・災害医学教授、4)日本医科大学高度救命救急センター 

  

 

研究要旨：我が国の AED 設置状況を明らかにする目的で。電子情報技術産業教会（JEITA）AED

ワーキンググループに、所属各社の AED 出荷台数に関わる 4半期単位のデータの提供を、研究初

年度、次年度と同様に依頼した。この JEITA を介して集積したデータから平成 16 年 7 月以降に

販売された AED 台数と、その月別、都道府県別の設置状況が把握できた。 

我が国の AED においては、全国で約 20 万台、うち市中設置（PAD）が約 15 万台であり、PAD

は、平成 18 年以降、急速に普及していて、現在もまだ、すべての都道府県で増え続けている。 

 AED の普及は愛知万博が一つの誘因と考えられた。また、都道府県の人口規模には関係なく、

PAD の設置に都道府県の行政施策が影響している可能性が示唆された。 

 PAD 設置の効果は、都道府県の人口規模では、心肺停止患者の社会復帰率に影響を与えていな

いが、AED 実施率には寄与していることが示唆された。 

今後は AED の耐用年数の問題もあり、現在の販売数を把握する手法で設置数を把握できなくな

る可能性があり、新たな把握手段を検討することが課題である。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

平成16年 7月に市民による自動体外式除細動

器（AED）の使用が認可された。以降、 

AED の病院外設置は急速に広まった。しかし、

設置状況をモニターするシステムが構築され

ないまま販売が認可されたため、設置台数も

設置場所も不明であった。これは、AED が救命

に効果的な場所に設置されたか、使い易い状

況で設置されているか、など医学的、疫学的

な評価を行う資料がないことを意味する。厚

生労働省においては、（財）日本救急医療財団

にＡＥＤの普及・啓発委員会を設置し、その

普及啓発を図ると同時に設置状況を設置者が

公表するシステムを構築したが、公開が任意

であるため十分には機能していない。 

そこで、本研究では、AED 販売企業の出荷台

数を定期的に調査することで、我が国の AED

普及状況を概観するシステムを初年度に構築

した。このシステムで収集された販売実績か

ら AED の普及状況を分析した。 

今年度は、同様の調査を行い、AED 普及の実

態を把握するとともに、普及の効果や、各都

道府県における政策、誘因との因果関係につ

いて分析する。 

Ｂ．研究方法 

 我が国の AED 販売業者にデータ提供を文書

で依頼した。調査項目は、昨年と同じく①販

売台数、②平成 16 年 7 月以来の時系列（月別）

の販売台数、③市中（PAD）、医療機関および

消防機関別の販売台数、とした。平成 19 年 12

月末までの実績を収集した。 

 また、総務省消防庁の心肺機能停止傷病者

の救命率等の状況の調査結果や、厚生労働省

の AED 普及啓発事業の実施状況を活用し、こ

の AED 販売数との関係について分析した。 

 

Ｃ．研究成果 

 平成 20年におけるAEDの設置数は表1のと

おりである。 

AED 普及の経過を図 1 に示す。平成 18 年以

降、PAD が急速に普及している。 

次に PAD の設置のトレンドについて図 2 に

示す。一方、新規の PAD の設置数について図 3

に示す。設置数のトレンドの変化、新規設置

数の増加は愛知万博以降に起こっている。 

次に各都道府県における AED の普及状況に

ついて分析する。まず、都道府県の設置数（別

表１）、人口 10 万対の都道府県設置数（別表 2）
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を示す。 

 各都道府県の人口１０万対 PAD 設置数の推

移を図 4 に示す。これらの都道府県により、

開きはあるもののどの都道府県においても設

置数は増加している。 

次に、PAD 普及の誘因について分析する。時

系列のデータから愛知万博が誘因となったこ

とが示唆されているが、さらに、都道府県に

おける普及状況を分析した。 

人口規模と PAD 普及との関係について図 5 に

示す。都道府県の人口規模と普及状況には相

関がない。 

次に、都道府県の行政施策との関連につい

て分析した。厚生労働省の AED 普及啓発事業

を実施している都道府県における人口10万対

PAD 設置率は 119.3 で、実施していない都道府

県においては、116.2 であり、大きな差異はな

かった。 

 このような都道府県の分布について図 6 に

示す。事業実施都道府県は、PAD を多く設置し

ている都道府県とあまり設置していない都道

府県に二分される傾向がある。 

 最後に、PAD 設置の効果について検証した。

PADの設置と初期心電図がvt,VFの傷病者の1

ヶ月社会復帰率へ与える影響について図 7 に

示す。PAD の普及は、都道府県の規模では、社

会復帰率に影響を与えていない。 

次に、PAD の設置数と初期心電図 vt,VF の傷

病者に対する AED 実施率との関連について分

析した。（図 8）PAD の設置数が多いと、AED

の実施が多い傾向があった。 

 

Ｄ．考察 

１．AED の普及状況について 

日本の AED においては、全国で約 20 万、う

ち PAD が約 15 万であり、PAD が多くを占める

ことが確認された。PAD は、平成 18 年以降、

急速に普及していて、現在もまだ増え続ける

傾向があることがわかった。 

各都道府県における普及状況については、

最低値も年々上昇していて、都道府県により、

開きはあるものの、どの都道府県においても

設置数は増加している。 

ただし、今後は AED の耐用年数の問題もあ

り、現在の販売数を把握する手法で設置数を

把握できなくなってくる可能性があることも

指摘しておきたい。 

  

２．AED 普及の誘因について 

時系列データによると、設置数のトレンド

の変化、新規設置数の増加は愛知万博以降に

起こっている。愛知万博が大きな誘因となっ

た。 

AED 普及啓発事業の実施をあげて分析した。

全国平均でみると、事業実施と AED の普及は

あまり関係があるとは言えなかった。しかし、

詳細にみると、事業実施している都道府県に

おいては、PAD を多く設置している都道府県と

あまり設置していない都道府県に二分される

傾向があり、多く設置している都道府県にお

いては、事業未実施の都道府県より設置数が

上回る傾向にあることがわかった。このこと

は PAD の設置に都道府県の行政施策が影響し

ている可能性があることを示唆している。 

ただし、今回の分析では、都道府県の人口

規模以外の特製、AED 普及啓発事業以外の施策

については検討されておらず、それらを含め

て更なる分析、検討が必要である。 

 

３．PAD 設置の効果について 

 PAD 設置の効果については、PAD の設置と初

期心電図が vt,VF の傷病者の 1 ヶ月社会復帰

率へ与える影響についての分析より、PAD の普

及は、都道府県の規模では、社会復帰率に影

響を与えていないことがわかった。しかし、 

PAD の設置数と初期心電図 vt,VF の傷病者に

対する AED 実施率については、正の相関がみ

られた。PAD の設置数が、AED 実施数に寄与し

ていることが示唆された。 

 

Ｅ．結論 

我が国のAED設置台数は、全国で約20万台、

うち PAD が約 15 万台であり、PAD は、平成 18

年以降、急速に普及していて、現在もまだ、

すべての都道府県で増え続けている。 

 AED 普及は、愛知万博が一つの誘因と考えら

れた。また、都道府県の人口規模には関係な

く、PAD の設置には都道府県の行政施策が影響

している可能性が示唆された。 

PAD 設置の効果は、都道府県の人口規模では、

CPA 患者の社会復帰率に影響を与えていない

ことがわかった。しかし、AED 実施率には寄与

していることが示唆された。 

今後は AED の耐用年数の問題もあり、現在

の販売数を把握する手法で設置数を把握でき

なくなってくる可能性があり、新たな把握手

段を検討することが課題である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 特になし 
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Ｇ．研究発表 

論文発表 

特になし。 

学会発表 

特になし。 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

特になし
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